
                 

地域のみなさまや保護者のみなさまには、日頃より成美小学校の教育活動にご理解とご協力をいただき深く感謝
申し上げます。 
 さて、夏休み前に「ふりかえりアンケート」のお願いをしました。ご多用の中、貴重なご意見・ご要望をいただき、あり
がとうございました。いただいたご意見をこれからの成美小学校の子どものために生かしていきたいと思います。今
後も成美小学校を温かく応援していただきますようお願い致します。 
 

 

校訓・学校教育目標・合言葉（あうことば） 

 校  訓   信・愛・敬 

学校教育目標    すすんでやります！成美の子 

合言葉（あうことば）  笑顔！夢！チャレンジ！元気！誠実！あふれ出る成美っ子 

 【願う子どもの姿】 

１ 笑顔で学ぶ「世界の様々なことを知り考える」 

２ 笑顔で生活「他者を知り、関わり、人間関係をつくる」 

３ 笑顔で支え合う「社会との関わりの中で、自分を知り、生き方を考える」 

 

１ 目標の達成状況について 

（１）学校評価結果（A とても思う B思う Cあまり思わない D まったく思わない） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 小山町立成美小学校  学校だより        家庭数 

        せ い び 

特別号 

A+B C+D A+B C+D A+B C+D

1.わたしは、学校が楽しいです。 91% 9%
1.わが子は、学校に行くのを楽し
みにしているようだ。

93% 7%
1.わたしは、子供たちが学校生活
を楽しめるような働きかけをして
いる。

100% 0%

2.わたしには、遊んだり相談でき
たりする友達がいます。

91% 9%
2.わが子は、学校のことをよく話
してくれる。

85% 15%
2.わたしは、子供たちが学校行事
や活動に積極的に参加できるよ
うな働きかけをしている。

100% 0%

3.わたしは、授業の課題や分か
らないことを、自分で調べたり聞
いたりして解決しようとしていま
す。

82% 18%
3.わが子は、授業の内容を理解
できているようだ。

83% 17%
3.わたしは、子供たちが授業の内
容を理解できるような働きかけを
している。

94% 6%

4.わたしは、自分の意見や考えを
発表したり書いたりして伝えてい
ます。

80% 20%
4.わたしは、授業中に子供たちの
発言が活発になるような働きか
けをしている。

82% 18%

5.わたしの学校はわからないこと
や疑問に思ったことを調べたり聞
いたりしやすいと思います。

81% 19%

4.わが子は、課題や分からないこ
とがあったときに、自分で調べた
り聞いたりして解決しようとしてい
る。

67% 33%
5.わたしは、子供の実態に応じ個
別の指導・支援をしている。

94% 6%

6.わたしには、学校に話しやすい
先生（大人）がいます。

91% 9%
5.学校の先生は子供の話をよく
聞いてくれる。

92% 8%
6.わたしは、子どもたちが困った
ときに相談しやすい環境を作って
いる。

100% 0%

7.わたしには、学校に自分の良
いところを認めてくれる先生（大
人）がいます。

90% 10%
6.学校の先生は丁寧に対応して
くれる。

95% 5%
7.わたしは、子供や保護者に丁
寧に対応している。

100% 0%

8.わたしは、授業や家庭学習で
ICT（タブレット）を活用して学習
に取り組んでいます。

79% 21%
7.わが子は、授業や家庭学習で
ICT（タブレット）を活用して学習
に取り組んでいる。

63% 37%
9.わたしは、授業や家庭学習で
ICT（タブレット）を活用している。

71% 29%

9.わたしは、運動をしたり体を動
かしたりして体力づくりをしていま
す。

83% 17%
8.わが子は、運動をしたり体を動
かしたりして継続的に体力づくり
をしている。

80% 20%
10.わたしは、子供たちが運動し
たり体力づくりをしたりするような
働きかけをしている。

82% 18%

10.わたしは、生活の中で、幸せ
な気持ちになることがあります。

83% 17%
9.わが子は、日常生活の中で幸
せそうに過ごしている。

99% 1%
8.わたしは、子どもたちが安心し
て生活できるよう配慮している。

100% 0%

11.学校の目標「すすんでやりま
す！成美の子」を理解し、意識し
て　生活していますか。

86% 14%
10.お子さんは、学校目標「すす
んでやります！成美の子」を意識
して生活していると思いますか。

68% 32%

11.子どもが、学校目標「すすん
でやります！成美の子」を意識し
て学校生活が送れるように働き
かけている。

94% 6%

12.家族や地域の人にも、すすん
であいさつをしていますか。

94% 6%
11.お子さんは、家庭や地域で
も、すすんであいさつをしていま
すか。

82% 18%
12.子どもが、時と場合に応じて、
誰にでもすすんであいさつができ
るように働きかけている。

100% 0%

13.家庭でも、読書をしています
か。

79% 21%

12.「家庭読書の日」や「読書
デー」などの取り組みをしていま
すが、家庭で読書をするように働
きかけていますか。

87% 13%
13.子どもが、読書をするような取
り組みを行っている。

76% 24%

14.授業では、学習の「ふりかえ
り」のときに、自分についた力の
確認ができていますか。

69% 31%
13.お子さんと、授業の話や、学
校で学んだことについて、会話を
していますか。

86% 14%

14.「自分ごととして　学びに向か
う子の育成～子どもの思いを生
かした課題設定と振り返りの充
実～」の実現のため、振り返りを
行い、子どもの思いを授業につ
なげている。

82% 18%

15.地域の行事や、活動にすすん
で参加していますか。

73% 27%

14.地域の行事や活動にお子さん
と一緒に参加したり、参加するよ
う働きかけを行ったりしています
か。

83% 17%
15.子どもが、地域の行事や活動
に参加できるように、呼びかけを
している。

59% 41%

児童 保護者 教職員



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・・・ABの割合が 90％以上          ・・・CDの割合が 80％以下 

 

２ 考察 

【笑顔で学ぶ】 （成果指標：①③④⑤⑧⑨⑬⑭） 
学ぶことを楽しみ、主体的に取り組む児童を育てることを目指してきました。 
今年度は、「学校の勉強が分かりますか」という項目に代えて、学びの姿勢や活動の様子に焦点を当て
ました。 
• 学校が楽しい…91％ 
• 自分で調べたり聞いたりして解決している…82％ 
• 自分の意見や考えを伝えている…80％ 
• ICTを活用して学習している…79％ 
• 学習のふりかえり…69％ 
これらの結果から、自ら（すすんで）学ぶ力の定着が今後の課題であることが分かりました。また、ICT活用や学 
習の振り返りについては、教員のスキル差や活用頻度のばらつきが要因の一つとなっています。 
一方で、朝の運動時間を増やしたことにより、「体を動かしている」と答えた児童が昨年度よりも増加（児童

78％→83％）するなど、健康面での取組には成果が見られました。 
 読書活動については、今年度は「家庭での様子」を保護者の皆様には回答していただきました。今年度から始め
た、「読書デー」（保護者と一緒に読書を楽しむ日）へのご理解、ご協力ありがとうございます。学校・家庭の両面
で読書を楽しむ児童が多く見られますが、「すすんで読書を楽しむ」姿の定着が今後の課題です。 
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A+B C+D A+B C+D A+B C+D

1.わたしは、学校が楽しいです。 91% 9%
1.わが子は、学校に行くのを楽し
みにしているようだ。

93% 7%
1.わたしは、子供たちが学校生活
を楽しめるような働きかけをして
いる。

100% 0%

2.わたしには、遊んだり相談でき
たりする友達がいます。

91% 9%
2.わが子は、学校のことをよく話
してくれる。

85% 15%
2.わたしは、子供たちが学校行事
や活動に積極的に参加できるよ
うな働きかけをしている。

100% 0%

3.わたしは、授業の課題や分か
らないことを、自分で調べたり聞
いたりして解決しようとしていま
す。

82% 18%
3.わが子は、授業の内容を理解
できているようだ。

83% 17%
3.わたしは、子供たちが授業の内
容を理解できるような働きかけを
している。

94% 6%

4.わたしは、自分の意見や考えを
発表したり書いたりして伝えてい
ます。

80% 20%
4.わたしは、授業中に子供たちの
発言が活発になるような働きか
けをしている。

82% 18%

5.わたしの学校はわからないこと
や疑問に思ったことを調べたり聞
いたりしやすいと思います。

81% 19%

4.わが子は、課題や分からないこ
とがあったときに、自分で調べた
り聞いたりして解決しようとしてい
る。

67% 33%
5.わたしは、子供の実態に応じ個
別の指導・支援をしている。

94% 6%

6.わたしには、学校に話しやすい
先生（大人）がいます。

91% 9%
5.学校の先生は子供の話をよく
聞いてくれる。

92% 8%
6.わたしは、子どもたちが困った
ときに相談しやすい環境を作って
いる。

100% 0%

7.わたしには、学校に自分の良
いところを認めてくれる先生（大
人）がいます。

90% 10%
6.学校の先生は丁寧に対応して
くれる。

95% 5%
7.わたしは、子供や保護者に丁
寧に対応している。

100% 0%

8.わたしは、授業や家庭学習で
ICT（タブレット）を活用して学習
に取り組んでいます。

79% 21%
7.わが子は、授業や家庭学習で
ICT（タブレット）を活用して学習
に取り組んでいる。

63% 37%
9.わたしは、授業や家庭学習で
ICT（タブレット）を活用している。

71% 29%

9.わたしは、運動をしたり体を動
かしたりして体力づくりをしていま
す。

83% 17%
8.わが子は、運動をしたり体を動
かしたりして継続的に体力づくり
をしている。

80% 20%
10.わたしは、子供たちが運動し
たり体力づくりをしたりするような
働きかけをしている。

82% 18%

10.わたしは、生活の中で、幸せ
な気持ちになることがあります。

83% 17%
9.わが子は、日常生活の中で幸
せそうに過ごしている。

99% 1%
8.わたしは、子どもたちが安心し
て生活できるよう配慮している。

100% 0%

11.学校の目標「すすんでやりま
す！成美の子」を理解し、意識し
て　生活していますか。

86% 14%
10.お子さんは、学校目標「すす
んでやります！成美の子」を意識
して生活していると思いますか。

68% 32%

11.子どもが、学校目標「すすん
でやります！成美の子」を意識し
て学校生活が送れるように働き
かけている。

94% 6%

12.家族や地域の人にも、すすん
であいさつをしていますか。

94% 6%
11.お子さんは、家庭や地域で
も、すすんであいさつをしていま
すか。

82% 18%
12.子どもが、時と場合に応じて、
誰にでもすすんであいさつができ
るように働きかけている。

100% 0%

13.家庭でも、読書をしています
か。

79% 21%

12.「家庭読書の日」や「読書
デー」などの取り組みをしていま
すが、家庭で読書をするように働
きかけていますか。

87% 13%
13.子どもが、読書をするような取
り組みを行っている。

76% 24%

14.授業では、学習の「ふりかえ
り」のときに、自分についた力の
確認ができていますか。

69% 31%
13.お子さんと、授業の話や、学
校で学んだことについて、会話を
していますか。

86% 14%

14.「自分ごととして　学びに向か
う子の育成～子どもの思いを生
かした課題設定と振り返りの充
実～」の実現のため、振り返りを
行い、子どもの思いを授業につ
なげている。

82% 18%

15.地域の行事や、活動にすすん
で参加していますか。

73% 27%

14.地域の行事や活動にお子さん
と一緒に参加したり、参加するよ
う働きかけを行ったりしています
か。

83% 17%
15.子どもが、地域の行事や活動
に参加できるように、呼びかけを
している。

59% 41%

児童 保護者 教職員
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今後の取組 
• 「ふりかえりカード」の質を高め、学びの実感を育てる 
• 自主学習の内容の充実 
• ICT研修の充実により、教員のスキルアップと活用促進 
• 朝運動の継続と内容の工夫 
• 「家庭読書の日」「読書デー」など、地域・家庭を巻き込んだ読書推進 

 
【笑顔で生活】（成果指標：①②⑥⑦⑩） 

• 学校が楽しい…91％ 
• 相談できる友達がいる…91％ 
• 話しやすい先生（大人）がいる…91％ 
• 自分の良いところを認めてくれる先生（大人）がいる…90％ 
• 幸せな気持ちになることがある…83％ 
 
いずれも高い数値を示しており、安心して学校生活を送れている児童が多いことが分かります。 
今年度は、遠足を「全校なかよし班遠足」に変更し、縦割り班活動（学年企画遊び）を月に１回行っています。また、 

2学年合同授業を行い、異学年交流を増やしたことで、学年間を越えた関わりや助け合いが生まれています。担任以
外の教員との関わりも広がり、「自分を認めてもらえる」場面が増加しています。 
また昨年度に続き、「生活ジャンプアップアンケート」（定期的に行っている学校での様子を訊く生活アンケート）を

実施し、アンケートに書かれた内容を基に、学級担任が児童一人ひとりと面談を行っています。子どもたちの声に寄り
添い、共に解決をしていくことで、子どもたちが安心して過ごせる環境を整えることができていると考えられます。 
ただし、「生活の中で幸せな気持ちになることがある」という質問では、保護者や教職員の回答がほぼ100％であ

ったのに対し、児童は 83％とやや低い結果でした。 
 特に低学年の子どもたちにとって、「幸せ」という言葉は少し抽象的で、「何が幸せなのか」「どんなときにそう感じる
のか」をうまく言葉にできないこともあります。そのため、「分からない」「思わない」と答えてしまう場合があると考えら
れます。 
一方で、中・高学年でも一定数の児童が「幸せを感じない」と答えていることは、子どもたちの心の充足感や安心

感、人とのつながり方に課題がある可能性を示しています。これは、大人が見過ごしてはならない大切なサインです。 
私たち大人が、日常の中で「楽しかったね」「うれしかったね」と気持ちを言葉にして共有することが、子どもたちが

自分の感情を整理し、「幸せ」を実感する第一歩になります。学校でも家庭でも、子どもたちの小さな笑顔や心の動
きを見逃さず、一緒に“幸せ”を感じ取っていける関わりを大切にしていきたいと思います。「幸せ」を具体的に感じ取
る力を育てることが、今後の課題です。 
 

今後の取組 
• 「幸せ」を感じる力を育てる授業（道徳・学活など） 
• 児童の心の健康を丁寧に見取り、全職員で共有 
• 日常の中で「うれしかったね」「楽しかったね」と感情を言葉にする取組 
• 異学年交流の継続と拡充 

 
【笑顔で支え合う】（成果指標：⑪⑫⑮） 

• 学校目標を意識して生活している…86％ 
• 家族や地域の人にあいさつをしている…94％ 
• 地域の行事や活動に参加している…73％ 

  
「宇宙一のあいさつ」を合言葉に、校内では元気な声が響いています。学校内だけでなく、学校行事で校外に出た
際も、成美小の子どもたちの宇宙一のあいさつが響いています。 
 しかし、家庭や地域でのあいさつには課題が残っています。学校から帰った後や、地域に出てしまうと、「すすんで
あいさつ」が弱くなってしまうようです。 
 また、地域行事への参加についても保護者の意識や呼びかけの影響が大きく、学校としての働きかけを強めてい
く必要があります。 

 
今後の取組 

• 「すすんでやります！」の実践を具体的に称賛・共有する活動 
• 児童会によるあいさつ運動の継続と中学校との連携 
• 「ふるさと金太郎事業」など地域活動への情報発信と参加促進…現在放送での呼びかけ実行中 

 
子どもたちは、学習・生活・地域のすべての場面で多くの笑顔を見せてくれました。 
今後も、成美小学校では「すすんでやります！」の精神のもと、学びと心がともに育つ学校づくりを進めて 
いきます。 



３ ご意見や感想 

地域の方からのご意見や感想 

※学校全体に関わるものを掲載いたしました。個人・特定の学年の内容に関わるものに関しては、個別に（面談等）対応さ
せて頂きます。ご了承ください。 
 

保護者より  

・タブレット学習、タブレットでの宿題がないのに毎日の持ち帰りが、本当に重くて本人の負担に

なっている。 

・週末、週始めは特に荷物も多く、プールもあると濡れた水着もあり、フラフラしているのでタブ

レットの持ち帰りを少し検討していただけると助かる。 
→ご意見ありがとうございます。 
タブレットの機種変更により充電時間が長くなり、使用頻度が低い学年や日については、毎日持ち帰ら
なくてもよいように調整していきます。 
ただし、今後は家庭でのタブレット活用を増やしていく予定のため、使用頻度が高い週には持ち帰る日
が多くなる場合もあります。その際は、プールやその他の大きな持ち物と重ならないよう、学校でも配慮し
て予定を立ててまいります。 
 

・少人数なので、他の学校との交流がもっと増えたらいいと思います。 
→ご意見ありがとうございます。 
令和 9 年度の小山中校区小中一貫校化に向け、今年度も足柄・明倫・成美小の合同学年授業を実施
しています。 
来年度は、さらに交流学習や行事の充実を図れるよう、内容や機会の検討を進めてまいります。 
     

・特に今何かあったわけではありませんが、何かトラブル等あった場合、可能であれば大小関係な

く教えて頂けると幸いです。また、トラブル対応を学校や学童に任せられない保護者がでてくる

場合は必ず双方の意見を確認して頂き、話し合いの場を設けて欲しいです。 
→ご意見ありがとうございます。 
学校でのトラブルは、大小に関わらず、子どもたちの話を丁寧に聞き取り、願いや思いを受け止めた上
で、保護者の皆様に学校としての対応や寄り添い方をお伝えしていきます。 
ただし、学校だけでは気づけないこともあります。ご家庭でお子様の様子に気になる点がありましたら、ぜ
ひご連絡ください。一緒に考え、話し合いの場を設けながら、子どもたちの安心・安全を守ってまいりま
す。 

  

・一年生にも傘の使用が出来るといいなと思います。カッパは結構着るのも大変で嫌がったりも 

します。顔が濡れないよう下向きで歩くので逆に危ないとも思ってしまいます。宜しければご検

討下さい。 

→ご意見ありがとうございます。 

学校では、1年生の安全面（入学当初の歩行に慣れていないことや、両手が使えること）を考慮

して、カッパの着用を推奨しています。しかし、お子様の成長や状況に応じて、保護者の判断で

傘の使用時期を検討していただくことも可能です。 

ご家庭での判断と学校の安全配慮を両立しながら、子どもたちが安全に登下校できるようにし

てまいります。 

・大変なことの方が多いなか、丁寧に対応して下さって感謝しています。出来ることがあれば協力

します。           

・子供達のいいところをみてくださり、とても有難いです。基本的に話し合う等でその場で解決し

てくださっており、子供同士の「お互い様」を後腐れなく対応して頂いてるように感じます今後

ももし何かトラブルがあった際、可能であれば教えて頂けると幸いです。  

・いつも熱心なご指導ありがとうございます。 

・本読みカードなどに、時折その日の様子を知らせてくださり、学校での様子を知ることができ

て、大変嬉しく思います。 

           

 


